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令和７年度学校評価アンケート調査の結果について

厳冬の候、皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃より、本校教育活
動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。
さて、過日実施しました学校評価アンケート調査につきまして、学校・家庭連絡間システム「すぐーる」でのご回

答にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。皆様からご回答いただきました集計結果を以下のとおり
ご報告いたします。この結果を教職員一同、真摯に受け止め、さらに充実した教育活動を目指して取り組んでまい
りたいと存じます。今後ともご支援とご協力の程、よろしくお願いします。



【アンケート結果の考察】

＜高い値を示した項目＞
児童・保護者・教職員ともに、「学校が楽しい」
「友達と仲良く過ごしている」「地域やまちへの愛
着がある」などの項目で、肯定的な意見が多くみ
られました。児童が過ごす学校や地域が安全・安
心な場所であり、安心して生活している様子が伺
えます。引き続き、家庭・地域と連携を深めなが
ら、開かれた学校づくりを進めてまいります。

＜低い値を示した項目＞
「読書」に関する項目では、児童・保護者・教職
員ともに肯定的な意見が他の項目と比較して少
ない結果となりました。読書に代わり、ギガタブや
スマートフォン等のデジタル端末を操作する時間
が増えていることも要因の一つだと思われます。
図書委員会主催のビブリオバトルでは、多くの児
童が参観し、大盛況でした。学習活動の中で、読
書に親しむ機会をより一層設けてまいります。

＜児童・保護者・教職員で差が見られる項目＞
〇「引き出しやロッカーの整理整頓や進んでそう
じを行う」の項目では、保護者と教職員の肯定的
な意見が少ないのに対し、児童の肯定的な意見
は多い結果となりました。保護者と教職員が捉え
る整理整頓と、児童自身がイメージしている状態
に差があると考えられます。児童へ具体的な整
理整頓の方法を示したり、保護者や教職員が定
期的に状況を確認したりするなど、それぞれが
持っているイメージを共有する機会を設けていく
必要があると考えます。

〇「挨拶」「きまりを守る」の項目では、児童と保
護者の肯定的な意見が多いのに対し、教職員の
肯定的な意見は少なくなっています。家庭や地域
の中で見られる児童の姿と、学校の中で見られ
る姿に差があることが推測されます。家庭や地域
での児童の様子について教職員が保護者や地
域の方々から話を伺ったり、学校での様子につ
いて保護者に適切に伝えたりするなど、学校、保
護者、地域が連携しながら児童へ働きかけていく
ことが必要だと思われます。
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